
  

資格・試験

県庁だより ●令和3年度ふぐ処理師試験
【とき】2月24日10：00～15：00
【ところ】ふれあい健康館
【申込期間】1月12～21日
【問】県安全衛生課 ☎621-2229 FAX621-2848
（一社）徳島県調理師会 ☎654-3752 FAX654-1277

●県立テクノスクール訓練生（第三期）
【訓練科】（中央校）機械、金属、電気環境、木
工、理容、美容 （南部校）カラーコーディネート
塗装、自動車整備 （西部校）電気工事、住宅
建築、自動車整備の各科
【申込期間】受付中～1月12日
【選考日時】1月26日
【問】県産業人材育成センター
☎621-2351 FAX621-2852

●県立中央テクノスクール訓練生
【訓練科】介護初任者研修科
【訓練期間】1月31日～3月29日
【ところ】日建学院徳島校
【申込期限】1月12日
【問】県立中央テクノスクール
☎678-4690 FAX678-4692

●令和4年度会計年度任用職員選考試験
【とき】2月6日 【ところ】県立総合看護学校
▽障がい者対象
【とき】2月11日 【ところ】県職員会館
【申込期限】各1月20日
【問】県人事課 ☎621-2358 FAX621-2825

●危険物取扱者試験
【とき】2月19日
【ところ】徳島大学教養教育4号館・5号館
【受付期間】①書面申請12月27日～1月7日
（消印有効）②電子申請12月24日9：00～1月
4日17：00
【問】消防試験研究センター徳島県支部
☎652-1199 FAX652-1282

●令和3年度クリーニング師試験
【とき】2月8日10：00～【ところ】徳島合同庁舎
【申込期間】1月4～12日（消印有効）
【問】県安全衛生課 ☎621-2264 FAX621-2848

よいものにするための、大切な財源です。納付
できない特別の事情がある方は、お住まいの地
域の担当窓口にご相談ください。
【問】県税務課 ☎621-2075 FAX621-2892

●精神科医によるこころの健康相談
【とき】毎月第1木曜日、第2火曜日、第1・4金曜日
【申込】完全予約制、無料
【ところ・問】徳島保健所
☎602-8905 FAX652-9334

●合同労働相談会
【とき】12月12日13：00～【ところ】シビックセンター
【問】県労働委員会事務局
☎621-3234 FAX621-2889

●レコード鑑賞会「ワーグナーのオペラ
　世界」への招待
【とき】12月25日10：30～12：00
【ところ・問】県立図書館
☎668-3500 FAX668-6904

※市外局番（088）を省略しています。

●「すだちくんテラス」冬休み特別企画
【とき】1月6、7日各14：00～15：30
【内容】ミニ講座と県庁舎見学
【申込期限】12月24日
【問】県庁ふれあい室
☎621-2095 FAX621-2862

●「開かれつながる社会教育
　 ～子供も大人もゆるキャラも地域の
　 未来を一緒に考えよう～」
【とき】12月12日13：30～
【ところ】リヴァージュテラスブランアンジュ
【問】県生涯学習課
☎621-3146 FAX621-2884

●12月10～16日は北朝鮮人権侵害
　問題啓発週間です
拉致問題は、日本の国家主権と国民の生命・
安全に関わる重大な問題です。北朝鮮当局に
よる拉致問題に対する認識を深めましょう。

●11月・12月は県下一斉徴収強化月間です
地方税は、私たちの地域社会をより豊かで住み

県主催の講習会や募集などさまざまな情報をお知らせします。

募集しています

お知らせ

催  し

　令和３年10月24日（日）、阿波市交流防災拠点施設アエ
ルワで開催された「第６回ジュニア浄瑠璃フェスティバル」
の司会を４名の「あわっ子文化大使」が務めました。
　「ジュニア浄瑠璃フェスティバル」は、阿波人形浄瑠璃
に取り組む児童生徒の活動を活発にし、伝統芸能に取り
組む若い世代を増やすなどの目的のため、平成28年に始
まりました。
　今年は、6つの学
校や団体が出演し、
日頃の練習の成果を
披露しました。司会を
務めた「あわっ子文
化大使」に対し、観
客の方からは、「司
会がすごく良かっ
た」、「司会の出演者
へのインタビューがと
てもわかりやすかっ
た」という感想をいただきました。
　これからも「あわっ子文化大使」は、徳島の魅力を伝え
るための様々な活動を企画し、発信していきます。ご興味
のある方は、あわ文化教育ホームページをご覧ください。

徳島県新型コロナ関連相談コールセンター

新型コロナワクチン接種に関する、副反応等のご相談は…

かかりつけ医がいない、相談する医療機関がない場合は…

専門的な知識を有する看護師や保健師が対応し、接種による「副反応」や
「医学的知見が必要となる専門的な相談」などを承ります。

●新型コロナワクチン専門相談コールセンター
FAX：0120-939-412（フリーダイヤル）
✉vaccine_tokushima@bricks-corp.com

FAX：0120-946-199（フリーダイヤル）
●その他、県内のコロナウイルスに関する一般相談
聴覚に障がいのある方など、電話でのご相談が難しい方は、FAXをご利用ください。

●受診・相談センター 受診可能な「診療・検査協力医療機関」
をご案内します。

少しでも体調の異変を感じたら
まずは、かかりつけ医に電話でご相談ください

▲徳島県チャンネル（YouTube）でレシピ動画公開 ！
　もうかるブランド推進課

紀伊水道で養殖されるクロノリは、吉野川や那賀川な
どの大河川が運ぶ栄養塩により、食感が良く光沢のあ
る深い黒色に育ちます。
●ちくわ（5cm）3本 ●プロセスチーズ3枚 ●ノリ適量
●天ぷら粉100g /水160cc
①ちくわを5cmに切り、プロセスチーズをちくわの穴に
入るサイズに切り、入れる。
②ノリをちくわの幅に合わせて切り、片面に天ぷら衣を
塗り、ちくわを巻く。
③天ぷら衣を付け、180度の油で揚げる。

チーズちくわの
海苔巻き揚げ

レシピ

県産ノリ
って?

材  料
１人分

あわっ子文化大使通信
あわ文化を次の世代に伝承し、徳島の魅力を県内外に発信する「あわっ子
文化大使」。今月は、「あわっ子文化大使」の活動の一部をお伝えします。

ふるさと発見！

第6回ジュニア浄瑠璃フェスティバル

●皆さんからのご意見・ご感想をお待ちしています。
グローバル・文化教育課  
☎088-621-3054  FAX088-621-2882

新型コロナワクチン接種後も引き続き、感染防止対策をお願いします。
「3密（密閉・密集・密接）」の回避、マスクの着用、手洗いや手指消毒の励行 など

あわ文化教育
HPはこちら

全国の匠や県内染
師による藍染作品
や甲冑、古代アンデ
ス文明の遺跡出土
品（染織品・土器）
等の展示、大杉隼
平氏の写真展など  ！
ぜひお越しください。

写真はイメージです。

●と き／12月17日（金）～19日（日）
　　　　 9：30～17：00
●ところ／あわぎんホール ［入場無料］

【問】観光政策課 
☎088-621-2356（土日祝除く） 
FAX088-621-2851 詳しくはこちら

とくしまゼロ作戦課事前復興室 ☎088-671-3272 FAX088-621-2987
✉tokushimazerosakusenka@pref.tokushima.jp

お問い合わせ先
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災害から命と未来を守るために。いま私たちにできること。

●日　時／令和3年12月20日（月）10：00～11：15
●場　所／徳島グランヴィリオホテル1階 グランヴィリオホール
●テーマ／「住まいの復興」
●講　師／佐藤  仁 氏（宮城県南三陸町長）
●定　員／会場100名、Web100名 ※参加無料
●申込先／とくしまゼロ作戦課事前復興室 ※要事前申込（先着順）

お知らせ

事例紹介：生活再建に向けた迅速な住まいの確保

●住家被害認定調査員の育成
罹災証明書の交付につながる住家被害認定調査
は、被災者支援の第一歩となります。被災後の調
査を迅速に行うため、県・市町村の職員を対象とし
た研修を実施し、調査員を育成しています。

●防災ラジオドラマを全国公募
「事前復興」をテーマに開催したシナリオコンテストに、全国から204
作品の応募がありました。幅広い世代への「事前復興」の浸透を
図るため、県立城南高校の演劇部員にも参加してもらい、最優秀賞
1作品、優秀賞2作品についてラジオドラマを制作しました。

●住民参加型の「まちづくり合意形成モデル」構築
被災後の復興を考える住民参加型のワークショップ
を県内各地で開催しています。ワークショップでは、
被災時のイメージ共有、生活や地域産業の再建シ
ナリオ、まちの復興シナリオなどについて住民同士が
話し合い、被災後の復興が円滑に実現できるよう取
り組んでいます。

●応急仮設住宅のモデル化
県産材を活用し、居住性に優れ、再利用が可能な
「板倉構法」等を木造応急仮設住宅としてモデ
ル化し、被災後速やかに建築ができるよう平時か
ら建築資材の備蓄を進めています。

●応急仮設住宅建設用地の確保
被災後は、応急仮設住宅の建設用地を速やかに確保する必要があります。
美波町では、住民の利便性を考慮した高台に、被災後は応急仮設住宅の
建設場所となる防災公園の整備を進めています。

●まちの特性を知ろう
●ハザードマップの確認
●避難ルールの検討

●生活再建のためにできること
●建物の耐震化
●水、食料、携帯トイレ等の備蓄

●被災後のまちに住み続けるには
　何が必要か考えよう
●被災後のまちづくりをイメージする
●被災後の生活を家族や地域で話し合う

知事賞（最優秀賞）
「海を背に、未来を願う」

優秀賞
「蝶の羽ばたき」

優秀賞
「地球侵略物語」

地域の憩いや
スポーツ・交流等の場

応急仮設住宅の
建設用地

地域に広がる「事前復興」の輪
早期復興に向けて、一人ひとりができること

事前復興動画

リバーシブルな活用

平　時

災害時


